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4040周年に向けて周年に向けて

　　　2008年2月期（第33期）中間決算概要
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20020088年年22月月期中間期中間決算概要決算概要

    （単位：百万円）

実　績 予算比 前期比

営業収入合計 31,720 100.0% 99.9%

営 業 利 益 484 102.5% 52.4%

経 常 利 益 508 102.4% 55.8%

 当期純利益 27 84.4% 8.5%

１株当り純利益 2.71円 － －

2008年2月中間期決算

＜連結＞

※営業利益、経常利益の減少は、ＦＣ店舗の減少（５８３店 → ５２８店：▲５５店※酒子会社含む）に伴うロイヤリティ
収入・商品センター部門の利益の減少によるものであります。　

※当期純利益の減少は、減損会計に伴う特別損失の計上（２億１，５００万円）によるものであります。
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20020088年年22月期月期中間中間決算概要決算概要

（単位：百万円）

実　績 前期比

チェーン全店売上高 53,955 100.0% 93.6%

営業収入合計 31,083 100.0% 102.8%

　卸　売　上 10,716 41.0% －
内 直 営 店 売 上 17,603 56.6% －

加盟店からの収入 1,777 5.7% －
訳 その他の営業収入 987 3.2% －
　　　　合　　計 31,083 100.0% －

営 業 利 益 514 100.2% 52.3%

経 常 利 益 495 100.4% 53.5%

 当期純利益 20 90.9% 6.2%

１株当り純利益 2.08円 －

予算比

－

2008年2月中間決算

構

成

比

＜単体＞

※営業利益、経常利益の減少は、ＦＣ店舗の減少（６０８店 → ５２９店：▲７９店※酒子会社含まず）に伴う　

　　ロイヤリティ収入・商品センター部門の利益の減少によるものであります。

※当期純利益の減少は、減損会計に伴う特別損失の計上（２億１，５００万円）によるものであります。
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20020088年年22月月中間期中間期　出店閉店状況　出店閉店状況

出店、閉店状況出店、閉店状況

計画　出店計画　出店3131店　閉店　店　閉店　3030店　純増店　純増 11店　総店舗数店　総店舗数782782店店
実績　出店実績　出店1919店　閉店店　閉店 2929店　純増▲店　純増▲1010店　総店舗数店　総店舗数777474店店

　　　

スーパーコンビニの出店状況スーパーコンビニの出店状況　　（　）内、（　）内、20020088年年22月月中間中間期出店店舗数期出店店舗数

関東地区　　　　　　　関東地区　　　　　　　22店舗店舗　　　（　　　（00店舗）店舗）
関西地区　　　　　　　関西地区　　　　　　　88店舗店舗　　　（　　　（00店舗）店舗）
北陸地区　　　　　　　北陸地区　　　　　　　44店舗店舗　　　（　　　（11店舗）店舗）
東中国四国地区　　東中国四国地区　　 55店舗店舗　　　（　　　（11店舗）店舗）　　
西中国地区　　　　　西中国地区　　　　　 77店舗店舗　　　（　　　（00店舗）店舗）
九州地区　　　　　　　九州地区　　　　　　　88店舗店舗　　　（　　　（00店舗）店舗）

全店合計　　　　　　全店合計　　　　　　3344店舗店舗　　　　 （（22店舗）店舗）
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会　社　名 売　上　高 経常利益 当期利益

連 大黒屋食品 615 1 1

結 ポプラ保険サービス 12 3 2

デ ハイ・リテイル・システム 154 ▲ 15 ▲ 15

｜ エフジーマイチャミー 14 1 1

タ キリン堂薬局 0 0 0

酒小会社（20社） 312 ▲ 39 ▲ 24

子　会　社　計 1,108 ▲ 49 ▲ 35

（単位：百万円）

連結子会社の状況（連結子会社の状況（20020088年年22月月中間中間決算期決算期））
※連結調整勘定は含まず、単純合算であります。

※酒子会社については、酒の自由化に伴い精算･合併・FC化等で今期中に整理完了予定。
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20082008年年22月期通期の計画月期通期の計画

    （単位：百万円）

金 額 前期比

営業収入合計 61,592 99.1%

営 業 利 益 893 62.4%

経 常 利 益 922 64.6%

 当期純利益 238 41.8%

１株当り純利益 23.73円 －

2008年2月期

＜連結＞

※既存店売上の回復の遅れ、出店数の未達等を鑑み、9/28に修正発表しております。
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20082008年年22月期通期の計画月期通期の計画

    （単位：百万円）

金 額 前期比
ﾁｪｰﾝ全店売上高 104,887 94.7%
営業収入合計 60,662 102.5%

営 業 利 益 924 59.6%

経 常 利 益 915 67.8%

 当期純利益 219 51.7%

１株当り純利益 21.83円 －

2008年2月期

＜単体＞

※既存店売上の回復の遅れ、出店数の未達等を鑑み、9/28に修正発表しております。
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20082008年年22月期出店閉店計画月期出店閉店計画

出店、閉店計画出店、閉店計画

下　期　計　画下　期　計　画

当初下期当初下期計画　　出店計画　　出店 4141店　　閉店　店　　閉店　3232店　純増店　純増 　　　　 99店店
修正下期修正下期計画　　出店計画　　出店 2222店　　閉店　店　　閉店　2424店　純増店　純増 　▲　▲22店　店　
　　

通　期　計　画通　期　計　画

当初当初通期計画　　出店通期計画　　出店 7272店　　閉店　店　　閉店　6262店　純増　店　純増　 　　1010店　総店舗数店　総店舗数 794794店店
修正修正通期計画　　出店通期計画　　出店 4141店　　閉店　店　　閉店　5353店　純増　店　純増　▲▲1212店　総店舗数店　総店舗数 772772店店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トピックストピックス

・・9/249/24の九州自動車道路の九州自動車道路 玉名ＰＡ（上り）店の出店ほか、高速道路ＰＡへの出店予定玉名ＰＡ（上り）店の出店ほか、高速道路ＰＡへの出店予定
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　　　　ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル

①①本部組織本部組織

②②店舗開発店舗開発

③③売上ロイヤリティ制度売上ロイヤリティ制度

④④製販一貫体制製販一貫体制

⑤⑤商品供給事業商品供給事業
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　　 ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル

①①--11　本部組織　本部組織　　

弁当工場（神奈川・岡山･広島･福岡）弁当工場（神奈川・岡山･広島･福岡）

商品センター（神奈川・岡山・松江・商品センター（神奈川・岡山・松江・

　　　　　　　　　　　　　　　　　広島・福岡）　　　　　　　　　　　　　　　　　広島・福岡）

北陸地区本部

関東地区本部

関西地区本部

西日本統括本部

四国地区本部

地域密着型のローカルチェーンの集合体としての地域密着型のローカルチェーンの集合体としての

ナショナルチェーンを目指す組織体制ナショナルチェーンを目指す組織体制

商品本部



1010

　　 ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル

①①--22　本部組織　本部組織　　

西日本統括本部
西日本地区の業務推進体制を強化するため、東中国、西中国、九州
の３地区を５ブロックに細分化し、これを統括する西日本統括本部を新
設。

商品本部
マーチャンダイジング機能の強化ならびに意思決定の迅速化を図るた
め、ＮＢ商品担当の商品統括部、地域商品担当の地区商品部を取りま
とめる「商品本部」を新設。
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ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル

②　店舗開発②　店舗開発 　　‐‐　出店立地の拡大　　出店立地の拡大　 ‐‐

　Ｓタイプ店舗 日商80万円～100万円以上
スーパーコンビニ 　直営店での出店
1,000坪の駐車場 　ポプラ・生活彩家
75坪の店舗面積

Ｒタイプ店舗 日商40万円～80万円
レギュラータイプ 　レギュラーな店舗開発、看板替えなど

ベーシックなＣＶＳ

Ｋタイプ店舗 日商20万円～40万円
売り場面積１５坪位～ 　大学・病院・駅・ホテルの売店などに対応

Vタイプ店舗 日商20万円以下
商品供給 　商品の供給のみを提供

（看　板）（看　板）

売上ロイヤリティ制度でしか出店できない

ヒロマルチェーンＶ事業本部ヒロマルチェーンＶ事業本部

立地に合わせた　店づくりへの取り組み立地に合わせた　店づくりへの取り組み
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　　 ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル

③　③　売上ロイヤリティ制度　－売上ロイヤリティ制度　－ 経営指導経営指導 －－　　

・低日販でも高日販でも対応可能・低日販でも高日販でも対応可能

日商20万円でも日商100万円でも、
　　店舗の損益分岐点を超えれば、

　　店舗運営が可能

・売り場面積の大小に係わらず対応可能・売り場面積の大小に係わらず対応可能

Ｓタイプ店舗～Ｋタイプ店舗、Ｖ店舗まで　

・商品構成の拡大にも対応・商品構成の拡大にも対応

生鮮青果、地域商品など　

　

・出店立地の拡大にも対応・出店立地の拡大にも対応

都心～郊外～大学～病院～

　　駅売店～ホテルなど　　

= 特色 =
一般的なＣＶＳの場合

= 加盟契約概略 =
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　　 ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル

④　製販一貫体制④　製販一貫体制　　

　

配送指示

・製造～販売までのシステムの統一によるローコスト運営

・地区別に対応することにより地域特性のある商品供給が可能

製販一貫体制

店　舗 直営商品センタ－

物流部門
物　流

商品要望

納　品

ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ

発　注

ポプラ本部

直営弁当工場

仕訳指示

・広島工場　･岡山工場・広島工場　･岡山工場

･福岡工場　･神奈川工場･福岡工場　･神奈川工場

・広島商品センター・広島商品センター

･岡山商品センター･岡山商品センター

･山陰商品センター･山陰商品センター

・福岡商品センター・福岡商品センター

・神奈川商品センター　・神奈川商品センター　
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　　 ポプラビジネスモデルポプラビジネスモデル
⑤　商品供給事業　⑤　商品供給事業　

商品供給先商品供給先　　酒販店、ミニスーパー、駅売店、ＧＳ、など酒販店、ミニスーパー、駅売店、ＧＳ、など

　　　供給先例　　　供給先例

　　　　　　　　・自衛隊内売店（小平、東立川、立川）・自衛隊内売店（小平、東立川、立川）

　　　　　・大学内売店（専修大、拓殖大、目白大、東京経大）　　　　　・大学内売店（専修大、拓殖大、目白大、東京経大）

　　　　　・大磯ロングビーチ売店　　　　　・大磯ロングビーチ売店

　　　　　・出光ＧＳ、宇佐美ＧＳ　　　　　・出光ＧＳ、宇佐美ＧＳ

　　　　　・東京ドームホテル内売店　　　　　・東京ドームホテル内売店

　　　　　・相模原市職員生協　　　　　・相模原市職員生協

供給店舗数　　供給店舗数　　222828店舗店舗

売上高　売上高　2020億円予定億円予定　　（（3333期計画）期計画）

全国全国1,0001,000店舗を店舗を目標目標

　　　　※現在、※現在、3434都府県に展開中都府県に展開中

　ヒロマルチェーンＶ事業本部　ヒロマルチェーンＶ事業本部

ＧＳＧＳ

ミニスーパーミニスーパー

酒販店酒販店
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　Ｋタイプの出店例　Ｋタイプの出店例　　病院、ｾﾙﾌ病院、ｾﾙﾌGSGS、、駅構内等の様々な立地に対応駅構内等の様々な立地に対応

駅併設駅併設　　セルフＧＳ併設セルフＧＳ併設

グランメルシ－日比谷店グランメルシ－日比谷店
　八王子店　八王子店

病院併設病院併設 　　ホテル内店舗ホテル内店舗

ザ・ザ・プリンスパークタワープリンスパークタワー東京東京店店ホスピタルヴァローレ店ホスピタルヴァローレ店

その他その他

富士通川崎富士通川崎店店　　　　　　　　　　　　　　　　
（富士通川崎工場内店舗）（富士通川崎工場内店舗）

九段南１丁目店　　　　　　　九段南１丁目店　　　　　　　
（九段合同庁舎（九段合同庁舎1010Ｆ）Ｆ）

新宿京王プラザホテル新宿京王プラザホテル店店

ホテルパシフィック東京ホテルパシフィック東京店店

ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京店店

ヴェルエクールヴェルエクール店店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ホテルメリディアンパシフィック）（ホテルメリディアンパシフィック）
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　　　　　　　　　　スーパーコンビニスーパーコンビニ

①①スーパーコンビニとはスーパーコンビニとは

②②スーパーコンビニの出店例スーパーコンビニの出店例

③③新型Ｓタイプ　モデル新型Ｓタイプ　モデル
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①①--１１　　スーパーコンビニとはスーパーコンビニとは

年商３億円目標　年商３億円目標　

今までのＣＶＳより便利なＣＶＳ今までのＣＶＳより便利なＣＶＳ

品揃えと販売方法の追求品揃えと販売方法の追求

概要概要

店舗面積　　　　　　　（店舗面積　　　　　　　（7575坪以上）坪以上）

大型駐車場の完備　（大型駐車場の完備　（500500～～1,0001,000坪）坪）

アイテム数　　約４，５００アイテム～約６，０００アイテムアイテム数　　約４，５００アイテム～約６，０００アイテム

立地に合わせた商材の導入立地に合わせた商材の導入

　

競
争
力
の
強
化

　

競
争
力
の
強
化

　　都市型都市型　S-CVS
　　

　　　オフィス向け商材の充実

朝・昼のＦＦ、ソフトドリンクの充実　

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型　S-CVS

大型駐車場を完備（1000坪）

　休憩施設やｲｰﾄｲﾝｽﾍﾟｰｽ

住宅立地型住宅立地型　S-CVS

住宅立地の需要に対応した品揃え

　調味料や乾物、雑貨など充実
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①-２ 既存店増収率推移

20072007年年33月から月から88月までの既存店増収率は、競合の激化等の影響により、月までの既存店増収率は、競合の激化等の影響により、95.6095.60％％
という結果となったが、標準タイプ店舗と競争力強化タイプのＳ型店舗ではという結果となったが、標準タイプ店舗と競争力強化タイプのＳ型店舗では66ヶ月ヶ月
間合計で標準タイプ：間合計で標準タイプ：94.9694.96％に対し、Ｓ型店舗：％に対し、Ｓ型店舗：107.44107.44％％とと12.4812.48％％上回っている。上回っている。

３３期上期既存店増収率推移

88.00%

90.00%

92.00%

94.00%

96.00%

98.00%

100.00%

102.00%

104.00%

106.00%

108.00%

110.00%

112.00%

3月 4月 5月 6月 7月 8月

標準タイプ

Ｓタイプ

12.48ポイント上回っている

（6ヶ月平均）
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②②--11　　Ｓタイプ店舗の出店モデル例Ｓタイプ店舗の出店モデル例

・ロードサイド型S－CVS

　北九州空港入口に位置するロードサイド立地であり、近隣のホテル宿泊者にも対応行楽地に近い

　ロードサイド型S－CVS 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　店舗面積　　７６坪　　　敷地面積　　１，６８０坪　

Ｆ　Ｆ

駄菓子

化粧品

衣料品

ロードサイド型の商材をプラス

++αα 100均缶詰

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型SS－－CVSCVS　　九州地区九州地区（苅田臨空団地店）（苅田臨空団地店）

イートイン
通常のコンビニにﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型の商品群通常のコンビニにﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型の商品群

をプラスしたＳタイプ店舗

ﾄﾞﾘﾝｸﾊﾞｰ 作業用品 日用雑貨

をプラスしたＳタイプ店舗
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②②--22　　Ｓタイプ店舗の出店モデル例Ｓタイプ店舗の出店モデル例

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型SS－－CVSCVS　　関西地区関西地区　　（西中島５丁目店）（西中島５丁目店）

化粧品の充実

Ｙシャツネ
クタイ弁当・ＦＦの充実

書籍の充実

・都市型S－CVS

　ＪＲ新大阪駅前のワシントンホテル横に位置し、オフィス立地であり、ホテル宿泊者にも対応　　　生活彩家看板の都
市型S－CVS

　店舗面積　　７６坪　　　（駐車場なし）

++αα

都市型（オフィス対応）の商材をプラス

通常のコンビニに都市型の商品群を通常のコンビニに都市型の商品群を

プラスした都市型Ｓタイプ店舗プラスした都市型Ｓタイプ店舗
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②②--33　　Ｓタイプ店舗の出店モデル例Ｓタイプ店舗の出店モデル例

住宅立地型住宅立地型SS－－CVSCVS　

住宅立地型の商材をプラス

・ドリンクバー

弁当・ＦＦの強化弁当・ＦＦの強化

雑貨・書籍の充実雑貨・書籍の充実

　関東地区関東地区　　（町田木曽町店）（町田木曽町店）

　　・品揃えの大幅増（・品揃えの大幅増（4,500 4,500 →→ 6,0006,000））

　　・弁当、ＦＦ売場のセルフ化・弁当、ＦＦ売場のセルフ化

　・雑貨・書籍の充実　・雑貨・書籍の充実

・住宅立地型S－CVS　

　住宅地に位置する住宅立地であり、近隣小学校の需要にも対応　ロードサ
イド型に近い住宅立地型S－CVS 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　店舗面積　　７５坪　　　敷地面積　　４００坪　

・セルフおでん

・ＨＯＴ　ＦＦ
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③③--11　　新型新型Ｓタイプの出店モデル例Ｓタイプの出店モデル例

・ロードサイド型S－CVS

　国道８号線に面するロードサイド立地であり、大型トラックドライバーや通勤帰りのお客さまに

　も対応したロードサイド型S－CVS　近隣の主婦層にも対応した品揃えも準備　　　　　　　　　

　店舗面積　　７７坪　　　敷地面積　　１，４２５坪　

ロードサイド型の商材をプラス

++αα
弁当・ＦＦの強化弁当・ＦＦの強化

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型SS－－CVSCVS　　北陸北陸地区地区（（福井下河北福井下河北店）店）

ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型の商品群ﾛｰﾄﾞｻｲﾄﾞ型の商品群にセルフ式にセルフ式FFFFコーナーをコーナーを
プラスしたＳタイプ店舗プラスしたＳタイプ店舗
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③③－－22　　新型Ｓタイプ新型Ｓタイプ レイアウトレイアウト　　　　弁当・ＦＦの強化弁当・ＦＦの強化　　　　

タバコセルフ販売

セルフ挽きたてコーヒー

セルフおでん

セルフホットスナック

フローズン商品

ＡＴＭ　デジ楽

青果の強化

ＰＢ商品

雑貨の強化

飲料の強化

米飯の強化
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経　営　経　営　ビ　ジ　ョ　ンビ　ジ　ョ　ン

①ナショナルチェーンを目指す①ナショナルチェーンを目指す

②②独自路線の堅持独自路線の堅持
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①①ナショナルチェーンを目指すナショナルチェーンを目指す

関東地区本部関東地区本部

四国地区本部四国地区本部

北陸地区本部北陸地区本部

既存地域の地盤固め及既存地域の地盤固め及
びび新地区へ進出新地区へ進出

経
営
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

ビ
ジ
ョ
ン

西中日本統括本部西中日本統括本部 関西地区本部関西地区本部
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②②独自路線の堅持独自路線の堅持　　

・スーパーコンビニの出店
　　　　　　　→　目標　200店舗

　　　　　　　→　競争力の確立

・新たなビジネスモデルの確立

・売上ロイヤリティ制度の追求
　　　　　　　→　加盟店利益の確保

　　　　　　　

・・スーパーコンビニスーパーコンビニの出店の出店
　　　　　　　→　目標　200店舗

　　　　　　　→　競争力の確立

・・新たなビジネスモデル新たなビジネスモデルのの確立確立

・・売上ロイヤリティ制度売上ロイヤリティ制度の追求の追求
　　　　　　　→　加盟店利益の確保

　　　　　　　

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

ポプラのポプラの社会的ポジションの確立社会的ポジションの確立
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本資料には、将来の見通し・計画等の基づく予測が含まれております。世界経済及
び国内経済の動向、天候や自然災害の影響、競合状況、法的規制等に関わるリス
クや不確定要因により、実際の業績が、本資料に記載された業績や計画と大幅に異
なる可能性があります。

本資料に関するお問合せ先本資料に関するお問合せ先

株式会社ポプラ　経営企画室株式会社ポプラ　経営企画室

・・TELTEL：　　：　　 044044--280280--28132813

・・FAXFAX：　　：　　044044--280280--19361936

・・EE--MailMail：：　　keieikikakukeieikikaku--irir@pop@popｌｌarar--cvscvs.co..co.jpjp

・・HPHP：　　　：　　　 http://www.http://www.poplarpoplar--cvscvs..co.co.jpjp
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